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Z209b 野辺山 45m 鏡による赤外線バブル N49 のアンモニア分子輝線観測
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スピッツァー宇宙望遠鏡による中間赤外線 8µm の観測によって、銀河面にシェル状構造を持つ天体がおよそ
600個同定された (Churchwell et al. 2006)。中でも赤外線バブル N49は、太陽系から距離 5.07 kpc の銀河面に
ある大質量星形成領域である。中心にO型星があり、バブルの縁にクラス II メタノールメーザー源を伴う大質
量原始星の存在が示唆されている (Deharveng et al. 2010)。我々、鹿児島大学を中心としたグループは、野辺山
45 m 望遠鏡を用いて、2014年 12月から 2015年 6月にかけて、波長 1.3 cm (静止周波数 23 GHz) のアンモニア
分子輝線 NH3 (J,K) = (1, 1), (2, 2), (3, 3) のマッピング観測を行った。観測の結果、3輝線全てを検出し、13CO
J =1-0 で長さ ∼ 20 pc、幅 ∼ 3 pc のフィラメント状分子雲に沿って、3つのアンモニアクランプが分布するこ
とを明らかにした。NH3 (2,2)/(1,1)の輝線強度比から求めた運動温度 (Tkin)は、バブルの縁に対応する中央のク
ランプで局所的 (∼3 pc)に高く Tkin ∼ 27 K だった。これらの結果は、メタノールメーザー放射を伴う埋もれた
大質量星からのフィードバックによって、高密度分子雲が∼ 3 pc の空間スケールで局所的に加熱された可能性を
示唆している。さらに今回の観測結果と、FUGIN プロジェクトによって得られた 13CO J =1-0の結果を比較し
たところ、視線速度の異なる 2つのフィラメント状分子雲の重なった位置に、高密度分子雲が存在することがわ
かった。これは、先行研究 Dewangan et al. (2017) で提案されている 2つの分子雲の衝突によってバブルの縁に
ある高密度分子ガスが作られ、そこで若い大質量星が形成されたシナリオを支持する結果であると考えられる。


